平成26年2月19日
報道関係各位
自治体広報誌のオープンデータをテーマに、
市民参加型アイデアソン「東京オープンデータデイ」を開催します
～オープンでスマートな自治体広報を目指して～
東京オープンデータデイ実行委員会
　2014年2月22日（土曜日）、自治体広報誌のオープンデータをテーマに、「東京オープンデータデイ（International Open Data Day in Tokyo 2014）」を開催します。

これは、世界的なオープンデータイベント「インターナショナル・オープン・データ・デイ2014」の一環として、千代田区、足立区、中野区、豊島区、杉並区、葛飾区、江戸川区、中央区の東京８区と、特定非営利活動法人ＡＳＰ・ＳａａＳ・クラウドコンソーシアム（東京都品川区、会長：河合輝欣、以下「ＡＳＰＩＣ」という）が主催する「オープンデータ研究会」（主査：㈱国際社会経済研究所　東富彦）が「東京オープンデータデイ実行委員会」を結成して開催するものです。
　住民に最も身近なものとして公開されている「広報誌データ」に市民のアイデアとエンジニアの技術、デザイナーのデザイン力等を活かして、様々なアプリケーション等、発展的に利活用することにより、よりスマートで住民本位の広報を目指そうという取り組みです。
【日時】平成26年2月22日（土）　10：00～17：30　（開場：9：30～）
【場所】㈱内田洋行　新川本社２階「ユビキタス協創広場ＣＡＮＶＡＳ」
東京都中央区新川2-4-7
http://www.uchida.co.jp/company/showroom/canvas.html
	■オープンデータとは■

オープンデータとは、「機械判読に適したデータ形式で、二次利用が可能な利用ルールで公開されたデータ」であり「人手を多くかけずにデータの二次利用を可能とするもの」のことを言います。
［意義・目的］

①透明性・信頼性向上：行政の透明性の向上、行政への国民からの信頼性の向上
②国民参加・官民協働推進：創意工夫を活かした公共サービスの迅速かつ効率的な提供、ニーズや価値観の多様化等への対応
③経済の活性化・行政効率化：国全体の経済活性化、国・地方公共団体の業務効率化、高度化


＜本件の問合せ、取材等の申込先について＞
　　東京オープンデータデイ実行委員会　事務局（藤井：090-5435-3230、東：090-1694-3048）
　　千代田区　政策経営部広報広聴課（印出井課長：03-5211-4170）
足立区　広報室報道広報課（吉田課長：03-3880-5815）
　　中野区　広報担当（酒井副参事：03-3228-8928）
ASPIC事務局：03-6662-6591　（担当：藤井、中村）
「オープンデータの概況」及び
「ASPICオープンデータ研究会の活動等」について
１　オープンデータの概況
オープンデータとは、国や自治体など行政が持つ情報を、デジタルデータとして公開し、二次利用できるようにすることで、行政の透明性と効率化を向上させ、新たな産業の創出することを目的とした情報技術の手法です。
昨今オープンデータやオープンガバメントは、世界の多くの地域の国や自治体の施策として推進されており、昨年のＧ８ロックアーンサミットにおいて「オープンデータ憲章」が採択されるなど、世界的な動きになっています。これに伴い、日本政府のオープンデータ推進施策も、平成２５年６月１４日閣議決定された「世界最先端ＩＴ国家創造宣言について」において、最重要の取り組みに掲げられており、内閣官房のＩＴ総合戦略本部を中心に経済産業省や総務省等において次々に政策が打ち出され、具体的な取り組みになっています。
一方、自治体でのオープンデータ推進は、一部の先進的な自治体を除いて、未だ進んでいないのが現状です。その主な理由として、「何のデータをどうオープンデータ化していいかわからない」、「担当部署や専門家がいない」、「データの公開には抵抗感がある」、「そもそも自治体がもつデータをオープンデータ化して、どういうメリットがあるのかわからない」といったこと等が挙げられます。
２　ASPIC「オープンデータ研究会（以下、「本研究会」という）」の活動と「東京オープンデータデイ」
本研究会では、これまで６回にわたり自治体関係者と有識者による会議を開催し、自治体のオープンデータ施策を推進するための研究、議論を重ねて参りました。本研究会では、どのようなテーマからどう取り組めば、自治体のオープンデータ推進の契機になるかを議論し、自治体広報誌のオープンデータ化を一つの主要テーマにすることと致しました。すなわち、「自治体の広報誌は既に公開されている情報である」こと、オープンデータにすることで、「幅広いチャネルにリアルタイムに情報が届けられる」こと、「オープンデータ化の作業としてさほど専門的な技術や手間を必要としない」こと等から、広く自治体で取り組み易いテーマであり、現在の広報誌のあり方に対しての課題解決にもつながると考えたからです。
　　これを受け、本研究会の委員を中心に、東京の千代田区、足立区、中野区、豊島区、杉並区、葛飾区、江戸川区、中央区の各広報担当の参加協力を得、２月２２日に自治体広報誌のオープンデータを主テーマとしたアイデアソン「東京オープンデータデイ」を開催することとなりました。本イベントは同日に開催される世界的なオープンデータイベント「インターナショナル・オープン・データ・デイ2014」の一環として開催するものです。
　　「東京オープンデータデイ」では、一般市民や自治体職員のほか、ＩＴ企業関係者や都内の大学、ＩＴ関連の専門学校の学生等へ参加を呼び掛け、幅広い議論を交わすことで、自治体広報の課題解決に繋がる様々なアイデアの創出と、市民・企業と行政の交流による新たなネットワーク作りを目指して参ります。
＜ご参考＞
　◆Ｇ８サミットにおけるオープンデータに関する合意事項（オープンデータ憲章）の概要について
（平成２５年６月２１日、内閣官房ＩＴ総合戦略本部　第４回電子行政オープンデータ実務者会議

資料）

http://www.kantei.go.jp/jp/singi/it2/densi/dai4/siryou3.pdf
　◆「世界最先端ＩＴ国家創造宣言について」（平成25年6月14日　閣議決定）
　http://www.kantei.go.jp/jp/singi/it2/kettei/pdf/20130614/siryou1.pdf
　◆ASPICオープンデータ研究会
　　　主に政府・自治体等公共分野におけるオープンデータの取り組みを研究し、推進課題を洗い出し、
　　　推進手法の素案策定を通じて、政府・自治体のオープンデータ推進の助言・提案等を行う。
　　　http://www.aspicjapan.org/business/market/opendata/index.html
　◆インターナショナル・オープン・データ・デイ 2014

http://opendataday.org/
　◆公開された広報誌オープンデータのカタログサイト「CKAN」
　　　http://data.linkedopendata.jp/dataset/aspicopendata

－開催概要－
１．イベント名称
　　東京オープンデータデイ　（International Open Data Day in Tokyo 2014）
２．日時
　　平成26年2月22日（土）　10：00～17：30　（開場：9：30～）
３．場所
　　㈱内田洋行　新川本社２階「ユビキタス協創広場ＣＡＮＶＡＳ」
　　http://www.uchida.co.jp/company/showroom/canvas.html
４．主催、他
　　主催：東京オープンデータデイ実行委員会（※委員会メンバーは「別紙３」の通り）
参加自治体・・・千代田区、足立区、中野区、豊島区、杉並区、葛飾区、江戸川区、中央区
運営事務局・・・ASPICオープンデータ研究会
　　協賛：㈱内田洋行、㈱パイプドビッツ、NPO)リンクト・オープン・データ・イニシアティブ
　　協力：㈱オプト、デジタルハリウッド大学大学院、㈱アスコエパートナーズ、Ｐｅａｔｉｘ、
一社)オープン・ナレッジ・ファウンデーション・ジャパン、合同会社次世代創造、構想日本
　　後援：一社)ユニバーサルメニュー普及協会、オープンデータ流通推進コンソーシアム、
　　　　　NPO) ASP・SaaS・クラウドコンソーシアム
５．目的

一般市民や自治体職員のほか、ＩＴ企業関係者や都内の大学、ＩＴ関連の専門学校の学生等へ参加を呼び掛け、幅広い議論を交わすことで、自治体広報の課題解決に繋がる様々なアイデアの創出と、市民・企業と行政の交流による新たなネットワーク作りを目指す。
６．テーマ
　　オープンデータ化された自治体「広報誌データ」の活用方法についてのアイデアソン（アイデアを
出し合って、評価・共有する）を開催する。特定の市民のみに配布される紙の広報誌が、オープン
データとして二次利用されることで、各ネットメディアと通じたより幅広い広報や、高齢者や子育
て世代など特定の人への的確な広報へつなげるべくサービスモデルのアイデアを出し合い、自治体
広報の改革の契機とする。
　　（例）学校と連携した「子ども広報」、iPadで高齢・介護者向け広報、等
７．対象者、定員、参加方法
　　一般市民(23区以外の方も参加可能)、自治体関係者、企業関係者、大学・専門学校の学生等、
100名程度
　　参加方法は、以下のイベントサイトより、事前に参加登録する。
　　　http://tokyoopendataday.peatix.com/
８．タイムスケジュール(予定)
　　10:00-10:20　オープンニング、関係者挨拶
　　10:20-11:20　オープンデータについてのレクチャー
　　　　キーノート・・・・本田正美（東京大学大学院　交流研究員）
　　　　全体の進め方・・・東富彦（ASPICオープンデータ研究会主査）
　　11:20-12:00　テーマ説明とグループ分け
　　12:00-13:00　グループごとに昼食
　　13:00-15:00　各グループでアイデア出しの議論
　　15:00-16:00　各グループでアイデアのまとめ、発表資料作成（パワーポイント等）
　　16:00-17:20　各グループのアイデア発表＆表彰
　　17:20-17:30　クロージング
　　17:40-     　懇親会（於：内田洋行本社１階　懇親会会場）
９．取材対応について
事前の取材、及び当日の取材も受け付けます。
10．厚木市、流山市との合同開催について
　　「自治体広報誌オープンデータ」をテーマにしたアイデアソン開催については、厚木市、流山市（う
ち１グループ）の各オープンデータデイとの合同開催となります。
11．その他
　(1)東京オープンデータデイ実行委員会　構成員

「別紙３」資料をご覧ください。
以上

東京オープンデータデイ実行委員会　構成員
（2014年2月18日現在　五十音順）
　※東　富彦　　　　株式会社国際社会経済研究所　主幹研究員
　　池谷　和浩　　　デジタルハリウッド大学　大学大学院　兼　産学官連携センター　事務局長

　　伊藤　伸　　　　構想日本　総括ディレクター
　◎印出井　一美　　千代田区　政策経営部　広報広聴課長
　　木内　麻文　　　株式会社内田洋行　官公自治体ソリューション事業部　部長
　　齊藤　秀　　　　株式会社オプト　データサイエンスラボ　代表
　○酒井　直人　　　中野区　広報担当　副参事
　　庄司　望　　　　Ｏｒｉｎｏｃｏ　Ｐｅａｔｉｘ株式会社　マーケティングマネージャー

　　庄司　昌彦　　　一般社団法人オープン・ナレッジ・ファウンデーション・ジャパン　代表理事

　　園田　典子　　　中央区　企画部広報課長
　　高橋　伸　　　　株式会社パイプドビッツ　執行役員
　　武田　英明　　　特定非営利活動法人リンクト・オープン・データ・イニシアティブ　理事長
　　都筑　公嗣　　　杉並区　総務部広報課長
　※藤井　博之　　　特定非営利活動法人ASP・SaaS・クラウドコンソーシアム　理事
　　細川　甚孝　　　合同会社次世代創造
　　本田　正美　　　東京大学大学院　交流研究員
　　安井　秀行　　　株式会社アスコエパートナーズ　代表取締役
　　矢作　豊子　　　豊島区　政策経営部　広報課長
　　矢作　紀宏　　　江戸川区　経営企画部　広報課　課長
　○吉田　厚子　　　足立区　広報室報道広報課長
　　吉本　浩章　　　葛飾区　政策経営部広報課　広報課長
　　◎委員長、○副委員長、※事務局
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